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　奥伊予と云われる山間部に位置する城川町のクアテルメ宝泉
坊は、通常の温浴施設とは異なり「運動」「リラクゼーション」
「美」など、健康を考えた施設です。温泉水を活用したプールで
は、浸かるだけでも温泉効果、温熱効果が期待できるほか、周
遊するだけで自然と運動ができ、新陳代謝の促進、筋肉疲労の
緩和などが期待できます。
　また、軽食コーナーでは、「豚ベーコン丼」「米塩ラーメン」
等オリジナル人気メニューも取り揃えております。

西
予
市
﹁
ク
ア
テ
ル
メ
宝
泉
坊
﹂
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平
成
29
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
は
、
平

成
28
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
を
3
月
2

日
㈭
午
前
10
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治

会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
清
水
雅
文
・
山
下
太

三
（
愛
南
町
議
会
議
長
）・
松
浦
一
悦（
松

山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
渡
部
明
忠
（
愛

媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
及
び

萩
原
啓
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
梶
本

環
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓

司
（
税
理
士
）
の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役

等
。

　

清
水
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
清
水
理
事
長
が
充

た
り
、
事
務
局
か
ら
議
案
説
明
及
び
報
告

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
事

業
へ
助
成
要
望
の
あ
っ
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん

劇
場
子
ど
も
芸
術
体
験
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
後
援
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て
」
を
協
議

し
、
平
成
29
年
度
も
助
成
す
る
こ
と
を
了

承
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

平
成
29
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
₃
号
議
案

　

平
成
28
年
度
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

◆
報
　
告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て　

◆
そ
の
他

　

愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
事
業
に
つ

い
て

【
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
は
、
平

成
28
年
度
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月

28
日
㈫
午
後
2
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自

治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
清
水
理
事
長
・
武
智

邦
典
（
伊
予
市
長
）・
佐
川
秀
紀
（
砥
部
町

長
）・
松
田
八
重
子（
鬼
北
町
議
会
議
長
）・

柏
原
準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務

局
長
）
の
各
評
議
員
及
び
萩
原
啓
（
愛
媛

県
市
町
振
興
課
長
）・
梶
本
環（
愛
媛
県
市

長
会
事
務
局
長
）
の
各
監
事
、
渡
部
常
務

理
事
等
。

　

清
水
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
松
田
評
議
員
を
議

長
に
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
武
智
邦

典
・
佐
川
秀
紀
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
議
案
審
議
に
入
り
、
事
務
局

か
ら
議
案
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承

認
を
得
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
₂
号
議
案

　

平
成
29
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て

評　議　員　会

理　　事　　会
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平成29年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行います。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　25億円
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている一般会計債の事業とする。
　貸 付 条 件　　償還期間および利率

　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　₉月17日及び₃月17日
　　　　　　　　　貸 付 日　　平成29年₅月25日、平成30年₃月23日
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、財
　　　　　　　　　　　　　　　政融資資金の貸付利息以下の率で理事長が定める貸付利率とする。
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付

事
業
　
　
　
　

⑴　市町交付金　予算額　177,939千円
　　平成29年度新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市
町へ交付する。

⑵　基金交付金　予算額　244,498千円
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金を財源として市町へ交付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興
助
成

事
業
　
　
　
　

⑴　市町連携事業助成事業
⑵　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑶　情報セキュリティ監査助成事業
⑷　メンタルヘルス対策事業助成金
⑸　災害見舞金
⑹　市町広域連携事業助成事業
⑺　国内先進地域調査研究事業

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員研修事業
⑶　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑷　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付　「地方財政要覧」、「市町財政」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

⑴　市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　一般財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金
　④　自転車新文化推進協会負担金
⑵　愛媛大学の地域医療学講座への寄附

◎ 平成29年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ ハロウィンジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ７月18日㈫～８月10日㈭ 10月11日㈬～10月31日㈫
抽 選 日 ８月20日㈰ 11月７日㈫
発 売 計 画 額 1,020億円（前年度1,050億円） 420億円（前年度同額）

償還期間 据置期間 最近の貸付利率
H28.5 H28.3 H27.5

₅　年 ₁　年 0.1% 新　　規
10　年 ₂　年 0.1% 新　　規
12　年 ₂　年 0.1% 0.1% 0.1%
15　年 ₃　年 0.1% 新　　規

本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基
準とし、財政融資資金の貸付利息以下の率で理事長が定める貸付利率とする。
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会
長
に

　
宮
脇
上
島
町
長
を
選
出

�

　
清
掃
事
業
協
会

　

県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
と
6
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
3
月
14
日
自
治

会
館
で
「
平
成
28
年
度
清
掃
事
業
推
進
等

研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

甲
岡
副
会
長（
鬼
北
町
長
）

3　
「
清
掃
事
業
等
の
現
況
・
情
勢
報
告
及

び
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

　
　

県
循
環
型
社
会
推
進
課
の
滝
山
主
幹

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

4　

会
長
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　

欠
員
中
の
会
長
の
補
欠
選
任
を
行
い
、

宮
脇
馨
上
島
町
長
を
選
出
し
た
。

　
　

任
期
は
、
本
日
か
ら
平
成
30
年
3
月

27
日
間
で
の
残
任
期
間
。

5　

平
成
28
年
度
生
活
環
境
改
善
事
業
功

労
者
会
長
表
彰

　
　

本
年
度
は
次
の
3
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　
　

伊
予
市
松
前
町
共
立
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

弓
立　

成
人　

氏

　
　
　

今
治
市　
　

西
部　

信
也　

氏

　
　
　

松
山
市　
　

田
中　

謙
二　

氏

　
　

な
お
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
弓
立
成

人
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

6　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
29
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
本
会
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

平
成
29
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

 

支
部
長
に

　
河
野
久
万
高
原
町
長

 

副
支
部
長
に

　
玉
井
西
条
市
長
を
選
出

�

山
村
振
興
連
盟
県
支
部

　

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
（
6
町
8
市
で

構
成
）
は
、3
月
14
日
自
治
会
館
で
「
平
成

28
年
度
山
村
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　
「
山
村
振
興
事
業
の
現
況
・
情
勢
報

告
」

　
　

県
農
政
課
の
林
係
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

3　

協
議
事
項

　

⑴　

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
支
部
長
・
副
支
部
長
の

補
欠
選
任
を
行
い
、
次
の
と
お
り
選

出
し
た
。

　
　

支
部
長　

河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長

　
　

副
支
部
長　

玉
井
敏
久
西
条
市
長

　
　
　

任
期
は
、
本
日
か
ら
平
成
30
年
6

月
8
日
間
で
の
残
任
期
間
。

　
　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議

し
、
す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑵　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑸　

平
成
29
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑹　

平
成
29
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

29
年
度
事
業
計
画
・

　
　
　
　
　
予
算
を
決
定

�

町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
7
町
で
構
成
）
は
、
3
月
14
日
自

治
会
館
で
「
平
成
28
年
度
全
国
町
村
下
水
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道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
」
を

開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

佐
川
支
部
長（
砥
部
町
長
）

3　

講　

話

　
「
愛
媛
県
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
」

　
　

県
都
市
整
備
課
の
加
藤
課
長
ほ
か
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

 

副
会
長
に

　
坂
本
松
野
町
長
を
選
出

�

　
県
水
道
協
会

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
9
町
10
市
と
2
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
3
月
21
日
自

治
会
館
で
「
平
成
28
年
度
水
道
事
業
推
進

等
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
会
長
（
愛
南
町
長
）

3　
「
県
内
の
水
道
事
業
の
現
況
に
つ
い

て
」

　
　

県
環
境
政
策
課
の
菅
原
水
道
整
備
係

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

副
会
長
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
副
会
長
の
補
欠
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　
　

副
会
長　

坂
本
浩
松
野
町
長

　
　
　

任
期
は
、
本
日
か
ら
平
成
30
年
6

月
8
日
間
で
の
残
任
期
間
。

　
　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議

し
、
す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑶　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑸　

平
成
29
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑹　

平
成
29
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

 

会
長
に

　
河
野
久
万
高
原
町
長
を
選
出

�

ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協

議
会
（
3
町
9
市
で
構
成
）
は
、
3
月
21

日
自
治
会
館
で「
平
成
28
年
度
ダ
ム
所
在
・

発
電
関
係
市
町
推
進
等
研
究
会
」
を
開
催

し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
副
会
長（
愛
南
町
長
）

3　
「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
概

要
に
つ
い
て
」

　
　

県
産
業
政
策
課
の
河
端
専
門
員
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

会
長
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
会
長
の
補
欠
選
任
を
行

い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　
　

会
長　

河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長

　
　

任
期
は
、
本
日
か
ら
平
成
30
年
4
月

4
日
間
で
の
残
任
期
間
。

　
　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議

し
、
す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑵　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

　

⑶　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑸　

平
成
29
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑹　

平
成
29
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

 

副
支
部
長
に

　
岡
本
松
前
町
長
を
選
出

�

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部

　

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
4
町
2
市
で
構
成
）
は
、
3
月
21

日
自
治
会
館
で
「
平
成
28
年
度
水
産
業
振

興
対
策
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
開
催
し

た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会
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2　

挨　

拶　

清
水
支
部
長（
愛
南
町
長
）

3　
「
第
5
次
愛
媛
県
水
産
振
興
基
本
計

画
～
愛
顔
の
え
ひ
め
水
産
振
興
プ
ラ
ン

～
」
に
つ
い
て

　
　

県
漁
政
課
の
加
藤
係
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

　

⑵　

副
支
部
長
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
副
支
部
長
の
補
欠
選
任

を
行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　
　

副
支
部
長　

岡
本
靖
松
前
町
長

　
　
　

任
期
は
、
本
日
か
ら
平
成
30
年
6

月
8
日
間
で
の
残
任
期
間
。

　
　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議

し
、
す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑶　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑸　

平
成
29
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑹　

平
成
29
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

 

定
期
総
会
を
開
催

�

県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、
3
月
28
日
自
治
会
館
で
「
平
成
28

年
度
定
期
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

稲
本
会
長
（
内
子
町
長
）

3　

会　

議

　

⑴　

監
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
監
事
の
補
欠
選
任
を
行

い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　
　

監
事　

坂
本
浩
松
野
町
長

　
　
　

任
期
は
、
本
日
か
ら
平
成
30
年
6

月
8
日
間
で
の
残
任
期
間
。

　
　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議

し
、
す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑵　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
29
年
度
会
費
の
分
賦
方
法

（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

平
成
29
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

定
期
総
会
と
研
修
会
を
開
催

�

愛
媛
県
人
権
協
会

　

愛
媛
県
人
権
協
会
（
会
長
：
大
城
八
幡

浜
市
長
）
は
、
3
月
10
日
「
愛
媛
県
農
業

共
済
組
合
5
階
第
1
会
議
室
」
で
定
期
総

会
及
び
研
修
会
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度

決
算
を
認
定
し
た
ほ
か
、
29
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
を
決
定
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、引
き
続
き
同
会
場
で「
市

町
職
員
研
修
会
」
を
開
催
。

　

講
師
は
、
翻
訳
家
で
新
潟
産
業
大
学
経

済
学
部
准
教
授
の
蓮
池
薫
氏
で
「
夢
と
絆

を
求
め
て
～
翻
弄
さ
れ
た
運
命
の
中
で

～
」
と
題
す
る
講
演
。
氏
の
北
朝
鮮
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
24
年
間
に
わ
た

る
抑
圧
さ
れ
た
体
験
談
な
ど
の
お
話
し
で
、

各
市
町
か
ら
65
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
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県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
17
回
定
期

総
会
は
、
3
月
22
日
え
ひ
め
共
済
会
館
で
、

県
下
町
監
査
委
員
及
び
補
助
職
員
ら
26
人

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
安
永
副
会
長
（
松
前
町
代
表
監
査
委

員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
阿
部

会
長
（
伊
方
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
表
彰
に
入
り
、
小
島
愛
南
町
代

表
監
査
委
員
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈

呈
。

　

次
い
で
、
来
賓
の
知
事
（
福
井
総
務
部

管
理
局
長
代
理
出
席
）、清
水
県
町
村
会
長

及
び
岡
井
県
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
議
事
に
入
る
前
に
、
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
の
小
西
副
参
事
か
ら
、

第
31
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
人
口
減
少

社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
地
方
行
政
体
制

及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る
答

申
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、

議
事
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
阿
部
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
会

議
録
書
名
人
に
片
岡
内
子
町
代
表
監
査
委

員
と
榎
本
松
野
町
代
表
監
査
委
員
を
指
名

し
た
あ
と
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。

⑴　

報
告
第
一
号　

会
務
報
告

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、一
同
了
承
。

⑵　

認
定
第
1
号　

平
成
27
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

⑶　

議
案
第
1
号　

平
成
29
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
29
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　
　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な

く
議
決
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
4
号　

決
議

　
　

安
永
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

第
17
回
定
期
総
会
を
開
く

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

決　　　　　議
　われわれ監査委員は、厳しい町財政の中、行政に対する住
民の信頼を確保し、透明性のあるものとしていくため、日々
研鑽を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町における監査体制は、その課せられた義
務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活
動費の確保等、監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第17回定期総会を
開催するに当たり、われわれ監査委員は、相互の緊密な連携
のもと、町における監査機能の充実と監査体制の強化に向
け、組織を挙げてまい進することを表明する。
　以上、決議する。
　　平成29年₃月22日

愛媛県町村監査委員協議会第17回定期総会　

第17回定期総会次第
	 　と　き　平成29年₃月22日㈬　13時00分
	 　ところ　えひめ共済会館 ₄階「末　広」
₁　開会のことば
₂　会長あいさつ
₃　表　　　　彰
₄　来 賓 祝 辞
₅　講　　　　演
　　　第31次地方制度調査会における答申等について
₆　議　　　　事
　⑴　報告第１号　　会務報告
　⑵　認定第１号　　平成27年度決算
　⑶　議案第１号　　平成29年度事業計画
　⑷　議案第２号　　平成29年度予算
　⑸　議案第３号　　決　　議
₆　閉会のことば

 

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

�

　
　
会
長
会
を
開
催

�

3
／
23
　高
知
市
で

　
　
　

第
1
7
6
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
3
月
23
日
高
知
県
自
治
会

館
で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長

ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
高
知
県
の
尾
崎
会

長
、
次
い
で
四
国
地
区
会
長
の
森
口
香
川

県
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の

定
め
に
よ
り
尾
崎
高
知
県
会
長
が
議
長
席

に
着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
株
田
徳
島
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

議　
　

事

1　

平
成
29
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び

　

予
算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①	　

第
58
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

　

②	

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
つ

い
て
（
高
知
県
）

　
　

以
上
の
2
題
に
つ
い
て
各
県
局
長
か

ら
説
明
が
あ
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て

　
　

岡
井
愛
媛
県
会
長
が
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
香
川
県
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
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春
季
と
人
づ
く
り

　

濃
紅
色
の
緋
寒
桜
な
ど
早
咲
き
の
桜
に

続
い
て
、
3
月
下
旬
と
も
な
る
と
淡
紅
色

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
宣
言
で
あ
る
。

今
年
は
、
東
京
が
一
番
最
初
で
順
々
各
地

か
ら
の
開
花
の
便
り
。
例
年
よ
り
若
干
遅

れ
気
味
で
固
い
つ
ぼ
み
か
ら
淡
く
愛
ら
し

い
5
弁
花
の
披
露
で
あ
る
。
桜
も
一
週
間

す
れ
ば
満
開
と
な
る
が
、
気
温
上
昇
と
と

も
に
日
を
追
う
毎
に
桜
前
線
の
北
上
と
な

ろ
う
。

　

全
て
の
生
き
物
が
、
冬
季
か
ら
眠
り
を

覚
ま
す
春
季
。
花
の
便
り
は
、
何
故
か
人

の
心
を
う
き
う
き
と
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

の
時
期
は
、
時
間
余
裕
の
な
い
勉
強
漬
け

の
日
々
を
過
ご
し
、
人
生
関
門
の
一
つ
を

通
過
し
た
新
高
校
生
・
新
大
学
生
の
諸
氏
。

ま
た
新
し
く
社
会
に
仲
間
入
り
し
た
諸
氏

に
と
っ
て
は
、
つ
か
の
間
の
休
息
の
時
で

も
あ
る
。
学
生
の
皆
は
、
引
き
続
き
学
業

に
精
を
出
す
べ
く
努
め
が
待
ち
構
え
て
い

る
。
新
規
就
職
者
は
、
一
区
切
り
の
こ
れ

か
ら
は
少
し
の
目
こ
ぼ
し
も
皆
無
と
な
る
。

「
辛
抱
し
な
い
」「
自
分
の
理
想
に
合
致
し

な
い
・
沿
わ
な
い
」
と
、
早
々
の
「
離
職
」

を
現
代
社
会
の
流
行
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
自
己
責
任
を
意
識
し
た
社
会
人
の

気
構
え
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

さ
て
、現
社
会
は
、か
つ
て
の
1
億
総
中

流
社
会
（
意
識
）
か
ら
、
格
差
社
会
の
到

来
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
事
実
が
気
に
か

か
る
。
発
展
途
上
国
に
あ
ら
ず
我
が
国
に

一
人
世
帯
の
子
供
の
貧
困
の
問
題
。「
貧

困
の
子
」（
6
人
に
1
人
と
超
貧
困
率
）
の

存
在
が
あ
る
。「
識
字
率
」は
良
で
あ
る
が

親
の
収
入
で
教
育
格
差
が
生
じ
て
は
な
ら

な
い
。
未
来
を
担
う
人
の
育
成
は
、
国
の

資
源
保
護
・
確
保
そ
の
も
の
で
あ
る
。
少

子
化
対
策
に
頭
を
悩
ま
す
以
前
に
解
決
す

べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
日
、
次
世
代
に
「
負
担
」
を
引
き
継

い
で
は
な
ら
な
い
。
出
来
る
限
り
軽
減
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
1
千
兆
を
超
す
国
の

借
金
。
超
高
齢
者
社
会
、
少
子
化
社
会
に

あ
っ
て
は
、
全
て
が
右
肩
上
が
り
へ
の
指

標
は
極
め
て
難
し
い
。
方
や
グ
ロ
ー
バ
ル

で
動
く
経
済
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
よ

う
な
単
純
な
様
相
に
は
な
い
。
今
、
経
済

発
展
の
目
標
で
や
っ
て
き
た
相
方
？
の
ア

メ
リ
カ
か
ら
は
、
自
国
中
心
保
護
主
義
の

声
が
聞
こ
え
て
く
る
…
。

　

一
方
、
国
内
の
第
一
線
で
は
、
生
活
保

護
費
を
取
り
巻
く
環
境
に
ぼ
や
け
た
と
こ

ろ
が
あ
り
、
受
け
る
べ
き
人
が
受
給
せ
ず

（
本
人
拒
否
も
あ
る
）貧
困
生
活
と
餓
死
の

話
が
あ
る
。
遊
技
場
に
通
う
人
、
保
護
費

を
業
と
す
る
人
の
出
現
な
ど
い
ろ
い
ろ
耳

に
す
る
。

　

学
校
教
育
で
近
く
道
徳
教
育
が
、
正
式

教
科
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
秩
序
あ
る

社
会
の
た
め
「
倫
理
」「
常
識
」
の
効
果
を

期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
春
季
は
人
づ
く
り
を
各
般
に
亘

り
想
い
描
き
、
開
始
の
時
で
も
あ
る
。

　

先
ご
ろ
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
以
前
と
変

わ
っ
た
も
の
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
、
約

26
％
と
高
い
水
準（
総
務
省
）を
示
し
た
。

「
子
供
食
堂
」も
気
に
な
る
。
国
内
自
給
率

約
39
％
の
中
、
末
端
で
は
年
6
3
2
万
㌧

の
食
料
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現
象
も
あ

る
…
。

�
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Ｔ
）

 

「
青
春
は
何
も
か
も
が
実
験
で
あ
る
」

�

（
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン　

英
国
の
小
説
家
）

一

筆

3
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
28
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
、都

道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職
員
研
修
会

（
3
日
ま
で
）

▽
4
日
＝
平
成
28
年
度
愛
媛
県
戦
没
者
遺

族
大
会

▽
5
日
＝
大
洲
市
消
防
出
初
式

▽
7
日
＝
受
託
事
業
特
別
会
計
関
連
等
担

当
職
員
打
合
会
議

▽
10
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
平
成
28
年
度

定
期
総
会
及
び
研
修
会

▽
14
日
＝
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
事
業
推

進
等
研
究
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
愛

媛
県
支
部
事
業
推
進
等
研
究
会
、
全
国

町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部

事
業
推
進
等
研
究
会
、
愛
媛
県
保
健
医

療
対
策
協
議
会
、
愛
媛
県
医
療
審
議
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
建
設
業
審
議
会

▽
16
日
＝
県
・
市
町
巡
回
健
康
相
談
（
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
）

▽
17
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
平
成
28
年
度
え
ひ
め
移
住
交
流

促
進
協
議
会
総
会

▽
19
日
＝
西
条
市
消
防
観
閲
式

▽
21
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
理
事
会（
第
4
回
）、
愛
媛
県
水

道
協
会
事
業
推
進
等
研
究
会
、
愛
媛
県

ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会
事

業
推
進
等
研
究
会
、
全
国
市
町
村
水
産

業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県
支
部
事
業

推
進
等
研
究
会

▽
22
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

第
17
回
定
期
総
会
、愛
顔
を
つ
な
ぐ
え
ひ

め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
実
行
委
員
会
第

3
回
常
任
委
員
会

▽
23
日
＝
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事

務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
、
第
1
7
6

回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会
、

都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
局
長

会
議
、
第
3
回
宝
く
じ
の
活
性
化
に
係

編
集
後
記

　

そ
ろ
そ
ろ
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
る
時
節
で

す
ね
。

　

あ
る
講
演
会
で
、花
粉
症
に
つ
い
て
の
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
話
を
聞
い
て
、思
わ
ず
膝
を

た
た
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
メ
モ
を

見
な
が
ら
書
い
て
い
る
ん
で
す
が
、ま
ず
花

粉
症
と
い
う
の
は
、杉
の
花
粉
と
排
気
ガ
ス

が
混
ざ
っ
て
で
き
る
も
の
。
し
た
が
っ
て
都

会
に
多
い
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
ア
フ
リ
カ
で

杉
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
つ
い
て

は
、
石
け
ん
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
な
い
こ

と
。
つ
ま
り
、
皮
膚
に
は
守
る
た
め
に
油

が
あ
る
が
、
洗
う
と
そ
れ
が
な
く
な
り
炎

症
を
お
こ
す
と
い
う
こ
と
。

　

ま
た
、
血
圧
は
年
齢
＋
90
く
ら
い
が
良

い
の
で
あ
り
、
必
要
以
上
に
降
圧
剤
で
血

圧
を
下
げ
る
と
弊
害
の
方
が
高
い
。
さ
ら

に
薬
で
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
を
無
理
に
下
げ

る
と
鬱
病
に
な
り
や
す
く
、
高
い
ほ
ど
良

い
、
な
ど
な
ど
。

　

年
齢
を
重
ね
な
が
ら
も
節
制
を
し
な
い

我
が
身
に
と
っ
て
、
有
り
難
い
話
で
気
を

よ
く
し
た
け
ど
、
そ
れ
ホ
ン
ト
に
大
丈
夫

か
な
ぁ
。

る
意
見
交
換
会

▽
25
日
＝
自
民
党
県
連
第
61
回
定
期
大
会

▽
27
日
＝
平
成
28
年
度
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド

推
進
機
構
幹
事
会
、
平
成
28
年
度
愛
媛

県
林
業
労
働
力
育
成
協
議
会

▽
28
日
＝
自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

望
、（
一
社
）愛
媛
県
観
光
物
産
協
会
平

成
28
年
度
第
3
回
理
事
会
、（
公
財
）愛

媛
県
市
町
振
興
協
会
平
成
28
年
度
第
3

回
臨
時
評
議
員
会
、
愛
媛
県
市
町
各
種

事
業
総
合
協
議
会
定
期
総
会
、
愛
媛
県

町
村
会
第
5
回
全
員
連
絡
会

▽
29
日
＝（
公
財
）愛
媛
腎
臓
バ
ン
ク
平
成

28
年
度
第
4
回
理
事
会

▽
30
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

評
議
員
会


